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【政策管理局】＜組織図＞
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主査 1 人

1 人
主事 1 人

1 班長 1 人
副班長 1 人
主任 2 人
主事 2 人

班長 1 人
主幹 3 人
（うち兼務2人）
主査 2 人
主事 1 人

職員数　計 28 人

1 人

事 務 事 業 の 概 要

部　　長

（経済産業部参事兼務（先方在勤））

主任

（その他会計年度任用職員等）

職　　名 人　　数
会計年度任用職員

部長代理兼デジタル推進官 1 人

部理事（文化担当） 1 人

部理事（私学振興担当） 1 人

部理事兼スポーツ局長 1 人

部参事（スポーツ振興担当） 1 人

部参事（スポーツコミッション担当） 1 人

部参事（ガストロノミーツーリズム担当） (1) 人

政策管理局長兼総務課長 部　付 部付主幹　 1 人

業務応援要員 主事 1 人

総務班

経理課長 経理班

企画政策課長

技監（空港管理課兼務）

企画班
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Ⅰ 総務課

庁内他部局との連絡調整、部内の人事の総括、部内各局の連絡調整及び部内他局の所掌し

ない事務等を実施した。

また、職員の能力を最大限に発揮させるための働きやすい職場環境づくりを推進し、職員

の意欲向上と業務の円滑かつ効率的な執行を促した。

Ⅱ 経理課

部内の予算及び経理の総括並びに財産管理に関する業務全般の円滑な運営と効率的な執行が

図られるよう部内及び他部局との調整に努めた。

Ⅲ 企画政策課

１ 施策の体系（新ビジョン）

政策の柱…文化芸術の振興

目 標…県民が文化芸術に触れる機会の提供や、創造活動の充実に向けた環境

づくりに取り組む。

施 策 地域資源を活かした文化芸術の振興

取 組 「文化力の拠点」の形成

２ 事務又は事業の目的、計画及び実績（成果）

(1) 企画業務

部施策を計画的かつ総合的に展開するため、関係各課と連携を図り、スポーツ、文化及

び観光施策の企画調整、広報計画の取りまとめ、総合計画等の進捗管理を行った。

(2) 東静岡周辺地区整備関係

ア スポーツ・文化観光企画推進費 15,899,334 円 県

（内 委託料 995,500 円）

観光施設整備事業費 [4,400,000円] 県

（内 工事費 4,400,000 円）

東静岡周辺地区は、基本構想に掲げる、東静岡駅南北が一体となり、多様な交流と賑わ

いを生み出す「文化とスポーツの殿堂」の形成を目指している。

このことから、静岡市と連携した効果的な取組を推進することとして、「県・市連絡調

整会議」により、南北公有地の活用に向けた協議、調整等を行った。

また、東静岡駅南口県有地の活用に向けて、静岡県立大学と連携し、賑わい創出のため

の活用アイデアなどについて学生と意見交換を行い、大学側で行ったアンケート結果やこ

れを基にした活用方法の具体的なアイデアにより、キッチンカー、オープンカフェ、動物
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ふれあいイベントなどの実証実験を実施した。

さらに、実証実験結果を踏まえ、グランシップ広場に県産材を使用したテーブルや椅子

などの休憩施設整備の工事発注を行った。

３ 評価、課題及び改善

(1) 評価

「県・市連絡調整会議」を開催し、南北公有地活用の情報共有が図られたとともに、県市

合同による民間事業者への市場調査を実施するなど、東静岡周辺地区の整備に向けた取組を

着実に進めている。

静岡県立大学と連携した実証実験については、イベントとセットで行うことで一定の賑わ

い創出が可能であり、屋外での食事や休憩スペースに満足との結果であった。

(2) 課題

実証実験では、家族連れが多かったものの、若者や近隣住民の来場が少なかったことから、

若者や近隣住民のニーズを捉えることが重要である。

(3) 改善

基本構想に掲げる「文化とスポーツの殿堂」の形成に向け、静岡市と緊密に連携し、北口

市有地との相乗効果を生む南口県有地の利活用方法や、民間事業者の投資を促す方策の検討

を行っていく。

静岡県立大学と引続き連携し、東静岡駅を利用している若者や地域住民を対象にしたアン

ケート調査や学生との意見交換を行い、若者や地域住民のニーズを捉え、来場を促す実証実

験を行い賑わい創出に向けて取り組む。
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工 事 発 注 状 況 調

（令和４年３月 31 日現在）

（注）１ 本表は、本庁所管課・出先機関において調製する。なお、本庁所管課について

は、過去２か年を記入する。

２ 計画件数は、公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律に基づいて、

各四半期の期首時点に公表している件数を記入する。なお、第１四半期について

は４月以降の最初に公表した件数、第４四半期については第３四半期の期首に公

表した件数を記入する。また、第２四半期以降の計画件数には、前四半期で公表

し発注時期の修正により再公表となった件数を含む。

３ 実績件数は、各四半期に発注した予定価格（消費税及び地方消費税相当額を含

む）２５０万円以上の工事をすべて記入する。

ただし、現年災害復旧工事など計画件数に含まない工事については、記入を要

しない。

４ 前年度の計画件数（Ａ）と実績件数（Ｂ）の差が、四半期ごとに１０件以上あ

る場合は、その理由を備考欄に記入する。

四

半

期

令和元年度 令和２年度 令和３年度

計 画

件 数

（Ａ）

実 績

件 数

（Ｂ）

Ｂ－Ａ

計 画

件 数

（Ａ）

実 績

件 数

（Ｂ）

Ｂ－Ａ

計 画

件 数

（Ａ）

実 績

件 数

（Ｂ）

Ｂ－Ａ

第

１

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

第

２

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

第

３

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

第

４

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １

合

計

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １

備

考

4



入 札 状 況 調

（注）１ 本表は、本庁所管課・出先機関において調製すること。

２ 当該年度を含む過去３か年を記入すること。

３ 金額欄には、当初契約額を記入すること。

４ 年度開始前執行分は予算の属する年度に記入すること。

種 別

令和元年度 令和２年度
令和３年度

(令和４年３月31日現在)

件数

（件）

金額

（円）

件数

（件）

金額

（円）

件数

（件）
金額（円）

１ 業務委託契約（工事関係）

全 体（合計） 0 0 0 0 0 0

一般競争入札 0 0 0 0 0 0

うち 総合評価方式 0 0 0 0 0 0

指名競争入札 0 0 0 0 0 0

随意契約（小計） 0 0 0 0 0 0

(内訳)

地方自
治法施
行令第
167 条
の 2 該
当号

1号（少額） 0 0 0 0 0 0

2号（不適） 0 0 0 0 0 0

5号（緊急） 0 0 0 0 0 0

6号（不利） 0 0 0 0 0 0

7号（有利） 0 0 0 0 0 0

8号（不調） 0 0 0 0 0 0

上記以外 0 0 0 0 0 0

プロポーザル方式（再掲） 0 0 0 0 0 0

２ 工事請負契約

全 体（合計） 0 0 0 0 1 4,400,000

制限付き一般競争入札 0 0 0 0 0 0

うち 総合評価方式(小計) 0 0 0 0 0 0

(内訳) 標準型(高度含む) 0 0 0 0 0 0

簡易型Ⅰ 0 0 0 0 0 0

簡易型Ⅱ 0 0 0 0 0 0

指名競争入札 0 0 0 0 1 4,400,000

随意契約（小計） 0 0 0 0 0 0

(内訳)

地方自
治法施
行令第
167 条
の 2 該
当号

1号（少額） 0 0 0 0 0 0

2号（不適） 0 0 0 0 0 0

5号（緊急） 0 0 0 0 0 0

6号（不利） 0 0 0 0 0 0

7号（有利） 0 0 0 0 0 0

8号（不調） 0 0 0 0 0 0

上記以外 0 0 0 0 0 0
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整理
番号

職     　   名 氏　　　　　名 事 務 分 担 住　所 摘 　　　 要

1 局 長 田 中 真 生 局 総 括 □□□ □ □

- 参 事 松 田 有 紀
（公財）静岡県文
化財団へ派遣

□□□ □ □
（公財）静岡県文化財
団へ派遣

（文化政策課）

2 課 長 小 澤 和 久 課 総 括 □□□ □ □

3 参 事 鈴 木 亜 紀 子 課 総 括 補 佐 □□□ □ □

- 専 門 官 塚 本 健 次
ふじのくに地球環境史ミュージアム兼
務（先方在勤）

4 文 化 政 策 班 長 式 守 啓 介 文 化 政 策 総 括 □□□ □ □
スポーツ・文化観光部企画政策課兼務
（当方在勤）

5 主 幹 鈴 木 嘉 洋 文 化 政 策 □□□ □ □

6 主 査 渥 美 智 之 〃 □□□ □ □

7 主 査 篠 原 な つ み 〃 □□□ □ □

8 主 任 松 本 直 樹 〃 □□□ □ □

9 文 化 施 設 班 長 小 松 広 志 文 化 施 設 総 括 □□□ □ □

10 主 査 金 原 功 文 化 施 設 □□□ □ □

11 主 査 中 村 小 夜 美 〃 □□□ □ □

12 主 査 西 村 惟 人 〃 □□□ □ □

13 主 任 住 田 友 紀 〃 □□□ □ □

14 主 任 東 香 織 〃 □□□ □ □

15 文 化 振 興 班 長 野 田 綾 子 文 化 振 興 総 括 □□□ □ □

16 主 査 杉 山 み つ 江 文 化 振 興 □□□ □ □

17 主 任 天 野 貴 弘 〃 □□□ □ □

18 主 事 若 山 文 哉 〃 □□□ □ □

19 主 事 髙 田 万 柚 香 〃 □□□ □ □

20 主 事 山 田 真 維 〃 □□□ □ □

- 主 幹 石 川 芳 弘 □□□ □ □
ふじのくに地球環境史ミュージアム兼
務（先方在勤）

- 主 幹 武 田 篤 人 □□□ □ □
健康福祉部障害者政策課兼務（先方在
勤）

- 主 事 青 島 一 平 □□□ □ □
ふじのくに地球環境史ミュージアム兼
務（先方在勤）

職　　員　　調
（令和4年4月1日現在）

勤務年数
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- 参 事 後 藤 文 彦
（公財）静岡県文
化 財 団 へ 派 遣

□□□ □ □
（公財）静岡県文化財
団へ派遣

- 主 幹 池 ヶ 谷 達 也 〃 □□□ □ □ 〃

- 主 査 岡 村 正 樹 〃 □□□ □ □ 〃

- 主 査 北 澤 秀 剛 〃 □□□ □ □ 〃

- 主 任 滝 口 信 太 朗 〃 □□□ □ □
（公財）静岡県文化財団へ派遣、特別
休暇等令和4年2月14日～3月31日

- 主 任 小 田 益 秀
（公財）静岡県舞台
芸術センターへ派遣

□□□ □ □
（公財）静岡県舞台芸術センターへ派
遣、再任用

- 主 任 望 月 勝 司 〃 □□□ □ □ 〃

- 主 任 伊 東 雄 介 〃 □□□ □ □
（公財）静岡県舞台芸術
センターへ派遣

- 主 任 橋 本 梓 〃 □□□ □ □ 〃

（文化財課）

21 課 長 小 坂 美 雪 課 総 括 □□□ □ □

22 課 長 代 理 小 室 勝 彦 課 総 括 補 佐 □□□ □ □

23 課 長 代 理 河 合 修 特 定 課 題 □□□ □ □

24 文 化 資 源 活 用 班 長 大 谷 宏 治 文化資源 活用総 括 □□□ □ □

25 主 査 安 原 歩 美 文 化 資 源 活 用 □□□ □ □

26 主 事 永 久 保 沙 恵 〃 □□□ □ □

27 技 師 木 内 咲 良 〃 □□□ □ □ 伊豆の国市から派遣

28 文化財保護調査班長 溝 口 彰 啓 文化財保護調査総括 □□□ □ □
静岡県富士山世界遺産センター兼務
（当方在勤）

29 主 査 武 田 寛 生 文 化 財 保 護 調 査 □□□ □ □

30 主 事 松 原 裕 輔 〃 □□□ □ □

31 技 師 鈴 木 伸 太 朗 〃 □□□ □ □

32 文化財地域支援班長 菊 池 吉 修 文化財地域支援総括 □□□ □ □

33 主 幹 田 村 隆 太 郎 文 化 財 地 域 支 援 □□□ □ □

34 主 査 島 津 愛 子 〃 □□□ □ □

- 主 査 勝 又 直 人 伊豆の国 市へ派 遣 □□□ □ □ 伊豆の国市へ派遣

（富士山世界遺産課）

35 課 長 鈴 木 典 之 課 総 括 □□□ □ □

36 課 長 代 理 大 石 正 幸 課 総 括 補 佐 □□□ □ □

37 交 流 ・ 継 承 班 長 岡 部 晋 治 交 流 ・ 継 承 総 括 □□□ □ □
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38 主 幹 袖 山 菜 津 子 交 流 ・ 継 承 □□□ □ □

39 主 査 後 藤 武 徳 〃 □□□ □ □

40 主 査 田 中 友 恵 〃 □□□ □ □

41 主 査 青 山 仁 美 〃 □□□ □ □

42 主 査 平 井 琴 美 〃 □□□ □ □

43 主 任 尾 沢 梨 恵 〃 □□□ □ □

44 主 任 杉 山 拓 也 〃 □□□ □ □

45 主 事 杉 村 知 哉 〃 □□□ □ □

- 主 幹 荻 島 卓 司 □□□ □ □
スポーツ・文化観光部観光振興課兼務
（先方在勤）

- 主 査 梅 原 一 茂 □□□ □ □
スポーツ・文化観光部観光振興課兼務
（先方在勤）

（会計年度任用職員）

- 会計年度任用職員 鈴 木 久 美 子
文 化 財 関 連
事 務 補 助

□□□ □ □

- 〃 山 本 麻 子
文 化 政 策 関 連
事 務 補 助

□□□ □ □

2年 6月

＊平均勤務年数は、市町等への派遣職員、臨時職員、会計年度任用職員、兼務職員及び併任職員を除く。

平均勤務年数
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職員の年齢調

（令和４年４月１日現在）

（注）１ 本庁は４月１日現在で調製する。

２ 市町等への派遣職員、臨時職員、会計年度任用職員、兼務職員及び併任職員は除

く。

３ 再任用職員がいる場合は、その旨を「摘要」欄に記載する。

４ 本様式は別冊とする。

年 齢 人 員 摘 要

２０歳未満 ０人

２０歳以上３０歳未満 ５人

３０歳以上４０歳未満 ４人

４０歳以上５０歳未満 ８人

５０歳以上５６歳未満 ３人

５６歳以上６１歳未満 ６人

６１歳以上 ２人 再任用２人

計 28人 平均年齢 44.7歳

9



健康管理（政策管理局）

１ 前年度受診状況

（注）１ 前年度末日現在在籍している職員について記載する。

２ 受診率算定に当たっては、休職・特休中、育休・産休・妊娠中、治療中及び海外派遣中等の

職員は、算定の対象から除く。

２ 本年度在籍者の健康管理区分結果

（注）１ 健康管理区分結果は、調書調製日現在在籍している職員（様式第２号－２の記載

対象者と同じ。）について記載する。

２ 本年度の健康管理区分結果が出ていない職員については、前年度の結果を記載し、

（ ）書きで再掲する。

３ 前年度に市町等へ派遣されていた職員等は、派遣先等の健康診断結果等に基づき、

該当箇所に記載する。

４ 本様式は別冊とする。

５ 警察署は、「Ｄ３」と「区分者計」の間に「区分なし」を追加して記載する。

区 分 内 容
(1) 未受診の理由

受 診 状 況
受診者数 29人

職 員 数 29人

受 診 率 100.0％

県平均受診率 100.0％

健 康 管 理 区 分 人 数
(1) 管理区分Ａ～Ｃ２該当者

に対する措置状況

C1(１名):平常勤務

(2) 未区分の理由

ア 産休・育休 人

イ 新 規 採 用 人

ウ 自己都合による未受診 人

エ そ の 他

（派遣法派遣） 人

Ａ 休養のため必要な期間、勤務を休止させる。
０人

（０人）

Ｂ１

勤務時間を短縮し、時間外、休

日、宿日直勤務及び長期又は遠方

への出張をさける。また、必要に

応じ勤務場所、勤務内容の変更を

行う。

要 治 療
０人

（０人）

Ｂ２ 要経過観察
０人

（０人）

Ｃ１
勤務をほぼ平常に行ってよいが症状

によっては、時間外、休日、宿日

直勤務及び長期又は遠方への出張

等勤務に制限を加える必要があ

る。

要 治 療
１人

（１人）

Ｃ２ 要経過観察
０人

（０人）

Ｄ１

平常の勤務でよい。

要 治 療
10人

（10人）

Ｄ２ 要経過観察
８人

（８人）

Ｄ３ 医 療 不 要
９人

（９人）

区 分 者 計
28人

（28人）

未区分者数
０人

（０人）

合 計
28人

（28人）
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職 員 配 置 調

（令和４年４月１日現在）

（注）１ 本表は、本庁においては課別に、出先機関等においては課、支所等の別に調製す

る。

２ 「所在地」・「担当区域」の項は支所等のみについて記載し、担当区域が多数あ

る場合は、その代表地名外何々と記載する。

３ 部局長（本庁）または所長（出先機関等）等は、行政組織規則に定める筆頭課に

入れる。

４ 市町等への派遣職員は除くこと。また、臨時職員、会計年度任用職員、兼務職員

及び併任職員は（ ）内に外書きにより記載する。

区 分 総務課 経理課 企画政策課 計

所 在 地

担当区域

配

置

職

員

職員(事)
(1)

12 7

(2)

4

(3)

23

職員(技) 3 3

再任用職員（事） 2 2

再任用職員（技）

会計年度任用職員 (1) (1)

臨時的任用職員

計
(2)

14 7

(2)

7

(4)

28
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預 金 調

（令和４年３月31日現在）

金融機関名 預金種類 口座番号 口座名義人 残高 円 摘 要

スルガ銀行県庁支店
無利息型

普通預金
3421238

スポーツ・文化観光

部 政策管理局

資金前渡者

局長 林聖久

95,000 資金前渡用

スルガ銀行県庁支店
無利息型

普通預金
2888690

（自振口）

スポーツ・文化観光

部 政策管理局

資金前渡者

局長 林聖久

0 自動口座振替用

残 高 合 計 95,000
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郵 券 等 受 払 調

（令和４年３月31日現在）

（単位：枚、円）

(注)タクシーチケット中の払出欄は、上段：使用分、中段：廃棄分、下段：用度課返納分である。

区分 種類

２ 年 度 ３ 年 度

摘要
繰越 受入 払出 繰越 受入 払出 差引現在高

枚数 金額 枚数 金額 枚数 金額 枚数 金額 枚数 金額 枚数 金額 枚数 金額

タクシー

チケット

用度課

配布分
0 150

11

49

90

0 180

14

46

120

0
職員連絡

調整用

計 0 150 150 0 180 180 0
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委託料等歳出予算執行状況節別集計表

節 名 会 計 款 項 目

執 行 済 額 （円）

令和２年度 令和３年度 左のうち、前年度

からの繰越額分

(12)

委 託 料

一般 スポーツ・文化観光費 スポーツ・文化観光費 スポーツ・文化観光企画費 995,500

計 11,737,000 995,500

(14)

工 事

請 負 費

0

計 0 0

(16)

公有財産

購 入 費

計 0 0

(17)

備 品

購 入 費

一般 スポーツ・文化観光費 スポーツ・文化観光費 スポーツ・文化観光企画費 246,400

計 882,200 246,400

(18)

負担金、

補助及び

交付金

一般 スポーツ・文化観光費 スポーツ・文化観光費 スポーツ・文化観光総務費 58,466,552

計 47,513,253 58,466,552

(21)

補償、補填

及び

賠償金

計 0 0

（注）１ 本表は、本庁所管課及び出先機関等において調製する。

２ 表中の６つの節について記載する。

３ 該当予算がない節については『行』を削除せず、執行済額に「０」と記載する。
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契 約 金 額(円)

当初額 変更増減額 計

円 円 円 円

1
東静岡駅南口県有地活用実証
実験設営等業務委託

（株）望月商事 987,250 836,000 159,500 995,500 

事務関係　計 1件 987,250 836,000 159,500 995,500 

工事関係　計 0件 0 0 0 0 

合　　　　　計 1件 987,250 836,000 159,500 995,500 

委　　託　　料　　に　

　企画政策課（事務関係）

整理
番号

委　　託　　業　　務　　名 受　　託　　者
当初設計
金額 (円）
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(令和３年度）
(令和４年３月31日現在)

円

随契
R3.11.9～
R3.12.15

R4.1.14 995,500 
飲食施設関係設営、撤去
くつろぎスペース関係設営、撤去
動物ふれあいスペース関係設営、撤去

随契1号
（少額）

995,500 

0 

995,500 

　関　　す　　る　　調

契約
締結
方法

契約期間 支出年月日 金　  額 (円) 委託業務の内容 摘　　要
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負　担　金　支　出　調

（令和３年度）
整理
番号

負担金名 交付先 負担根拠 事業内容 負担金額 支出年月日

円

1
特定健康診査等負
担金

公立学校共済組合
静岡支部（保健）

地方公務員等共済
組合法

公立学校共済組合
に対する特定健康
診査及び特定保健
指導に係る負担金

63,888 R3.10.29

2
公立学校共済組合
事務費負担金

公立学校共済組合
静岡支部（業務）

地方公務員等共済
組合法

公立学校共済組合
に対する事務費の
負担金

2,301,420 R3.10.29

3
地方職員共済組合
団体共済部地方公
共団体負担金

公立大学法人　静
岡文化芸術大学

地方公務員等共済
組合法

地方職員共済組合
団体共済部加入に
伴う地方公共団体
負担金（文芸大立
替払い分）

46,239,380 R4.4.25

4
派遣受入職員の人
件費に係る負担金

全日本空輸株式会
社

派遣者の取扱いに
関する協定書

派遣受入職員の人
件費に係る負担金

4,732,131 R4.5.30

5
派遣受入職員の人
件費に係る負担金

ＡＮＡあきんど株
式会社

派遣者の取扱いに
関する協定書

派遣受入職員の人
件費に係る負担金

5,129,733 R4.5.30

５件 58,466,552合計
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件数 金額 件数 金額 率

円 円 ％

　観光施設整備事業費 1 4,400,000 0 0 0

小　　計 1 4,400,000 0 0 0

計 1 4,400,000 0 0 0

前年度からの繰越事業 0 0 0 0 0

合　　計 1 4,400,000 0 0 0

前年度合計 0 0 0 0 0

全体工事量 完　　　　成

土　木　工　事　実　　

区　　　　分
項　　　　目
（科　　目）

県単独事業 観光費
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（令和３年度）
（令和４年３月31日現在）

摘　　要

件数 金額 率 件数 金額 率 件数 金額 率

円 ％ 円 ％ 円 ％

0 0 0 0 0 0 1 4,400,000 100

0 0 0 0 0 0 1 4,400,000 100

0 0 0 0 0 0 1 4,400,000 100

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 1 4,400,000 100

0 0 0 0 0 0 0 0 0

工　事　中 未　着　手 繰越及び繰越予定

　　施　状　況　総　括　調　
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当   初   額 変更増減額 計

円 円 円 円 

4,708,000 4,400,000 0 4,400,000

4,400,000 0 4,400,000

4,400,000 0 4,400,000

　　　土　　　　木

契　約　金　額整理
番号

予算科目 工事名 工事箇所
当初

設計金額

1 観光費
令和３年度［第33-Z6300-
01号］グランシップ広場休
憩施設整備工事

静岡市駿河
区東静岡二
丁目地内

小計 1件

合計 1件
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（令和３年度）

(令和４年３月31日現在）

円 

R4.3.24

R4.5.20 0

0

0

工　　　　事　　　　調

契約
締結
方法

受注者
着　　　手
完成(予定)
年　月　日

支 出 済 額 工   事   概   要 摘　　要

指
名

（株）ひかり造園

机設置工N=5基
椅子設置工N=20基
標識設置工N=1基

R3年度繰越
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繰   越   

契 約 額 前年度施行支払額 繰 越 額

(円) （円） (円)
番号 予算科目

事業（箇所）名
及び内訳

事 業 箇 所

１ 観光費
令和３年度［第33-Z6300-
01号］グランシップ広場休
憩施設整備工事

静岡市駿河
区東静岡二
丁目地内

4,400,000 0 4,400,000

合計 4,400,000 0 4,400,000

工事費計 0 4,400,000

未契約分 0 0
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工   事   調
(令和３年度から令和４年度へ繰越分)

(令和４年３月31日現在）
同左支出済額 支出未済額

(円) (円)

R4.3.24

R4.5.20

契約締
結方法

受注者
(受託者)

着  手  完  成
(予定)年月日

繰   越   理   由

0 4,400,000
指
名

（株）ひかり造園
グランシップの指定管理事
業者との協議に不測の日時
を要したため。

0 4,400,000

0 4,400,000

0 0
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主 要 備 品 調

（令和4年3月31日現在）

整理

番号

区分
品名・規格 利用状況 購入年月 購入金額

大・中 小

円

１ 01‐04
その他の

収納保管庫

移動式書庫

L7300D1070

毎日

（書類保管） 平成10年11月 1,785,000

２ 01‐04
その他の

収納保管庫

横スライド書庫

６－８タイプ

毎日

（書類保管） 平成10年11月 1,023,750

３ 01‐01 テーブル
部長室打合せ

テーブル

毎日

（打合せ）
平成22年3月 763,560

４ 01‐04 移動書庫
移動書庫

２重連・両開きタイプ

毎日

（書類保管） 平成14年3月 399,420

５ 01‐04 移動書庫
移動書庫

２重連・両開きタイプ

毎日

（書類保管）
平成14年3月 399,420

６ 01‐03 回転椅子 回転椅子
毎日

（職員用） 令和2年5月 372,900

７ 01‐04
パーソナル

コンピュータ
ノートパソコン

毎日

（データ入力） 平成21年2月 367,311

８ 01‐01 テーブル
テーブル

BT-6032S

毎日

（職員用） 令和2年7月 352,000

９ 01‐15
その他の

電話器

衛星携帯電話

NTTドコモ WidestarⅡ
災害時に使用 平成26年3月 315,000

10 01‐04 戸棚
戸棚（木製受注）

H1800×W835

毎日

（書類等保管） 平成17年3月 300,000

11 01‐04 戸棚
戸棚（木製受注）

H1800×W835

毎日

（書類等保管） 平成17年3月 300,000

12 03‐01 戸棚
ミラーレスデジタルカメラ

及びレンズ

イベント等の

記録用に使用 令和4年1月 246,400

13 01‐04 戸棚
戸棚（木製受注）

H1200×W835

毎日

（書類等保管） 平成17年3月 200,000
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